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本 報 は 本道 の エゾ マツに 寄生 し、 新 朱 

に 毬果狀の蟲 農を造り、其 仙上 を止 め. 

造林 上有害な る エ ー ッ カ サア ブラ(書野 

蟲科)の防除資料に乏しく、造林遂行上並 

に森林保護上遺憾な る事實あ る に優み 

技手 井 上元則をして形態、 生態及防除法 

を 調布並 に 試,驗せしめた る ものにし て、 

エ ソ～ ッ 林造成上の參考資料 となるべき 

もの と 認め 玆に 時報 として 揭 ぐる c と と 

す。
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緒 言

エゾマツ・ アカーゾマッ及共他リモミﾡ(Picea) に寄生しﾡ 

を生ずる後野ﾡて、本邦よ b知られてゐるのはエゾージカサァブラ、 
(19) (29)

ビメカジアブラ、カラフト カサアブラの三種である。乙れ等は新ﾡ 

に往果の貴ﾡを道り、其伸長を止め、樹冠を不整形ならしめ、著 

しく生長を阻害し、ﾡしきは枯死に至らしめる。殊に10-30年生の 

幼齢林に一本ﾡが殺生すると、立地の適否は本程の被害消長 を左 

右する 傾向 があ って 林業上重要 な 害 費て あ る。

特にエゾマッカサ ア ブラ は現今全道各地の御料林、國有林他に 

み布し、旣に判明 してゐる のは勇拂郡、白老郡、千歳、河東郡, 

上川郡、利尻郡、宗谷郡、枝幸和等てある。昭和12年の調在に依れ 

ば、苫小牧地方の 20-30年生エ ゾマ ツ造林地は之が猛烈な被害 を破 

り、其面積は430阿を越えな程てある。野幌國有林に於て もクロエ 

ゾ ッ及び〔ジットカ〕タッヒ の20-30年生造林地は敷年以求本難 

の寄生を受け、途に成林の見込なきに至つなものもあゝ、之が被害 

は將來新植地の増加 に伴ひ益々 蔓延の徴候があ る。殊にニゾー ッ、 

アカ エ ゾマ ッ は本道の主要樹種と して一般に其植栽を獎働されっ、 

ある今日、速かに該撮の基礎的研究を行ひ、更に進みて適切な對策 

を考察す ること は森林撫育並森林保護上緊要な 問題であ る。

從來 エゾマッカ サア ブラ の習性都選にWしては製種う交載のるも、 

欧州産の五世代生活環 を記載 し、績い て 本邦産の も の は二代生活 

環なる乙とを簡單•に記載せる程度に過ぎない。茲に本蟲の形態生態 

及防除法に關する調査並に試驗の結果 を述べ斯學、林業家、造園家 

の御參考 に供 し様と思人。

荷本試質行に常 り 種々 御指導 を賜 り たる 場長林學博士石原供三 

氏に感謝の意を表す る。貴重なる文献 を貸與せ られ種々御指を賜



第二章 方 法
り2る理農學博士松村松年氏、林學博士新島許直氏、及学博士内『 

登一氏. 同桑山覺氏に感謝の意を表する。又本試驗實行に當 り種々 

リカせられな元場口中島豊氏の射を謝す る。

本試驗はエゾマ ッ及葉他タ ウ ヒ類に寄生 し、曲を生ずるエゾマ 

ッカサアブラ の形態及生態 を調在 し、之が適切 な る 防除法 を發見せ 

んとす。

千 ゾマ ツカサアブラ の室内飼育及野外観察を行ひ其形態及經過習 

性を調査し、坡も適切なる故防除法を明かにし,次いて各種の駆除 

例につ2試驗し其效果並に經濟關係を明かにせんとす 。

第三章 學名、寄性植物及分布

往野ﾡは有M目 (Rhynchota) ﾡ野難科(Adelgiciae) にﾡする。 

Adelycs .jquponicus (Monzen) エゾマツカサアブラ

Clermtes abietis Sasaki (nec Linne), Nippoil Jumoku Gaichuhen, 
I,p. 163 (1902) ; Niisima, Shinrin Konchugaku, p. 324 (1913) ; 
Matsumura, Oyo konchugaku, I,p. 363 (1917); Shinji,Konchugaku 
Kogi, II, p. 102 (1928) ; Niisima, Shinrin Hogogaku, I, p. 256 
(1928).

Chermtes jalonicns Monzen, Monographs, Sait。 Ho-on Kai, No. 
I, p.71 (1929) ; Matsumura, 6000 Ill. Ins.Jar,p. 1922 (1931>; 
Inouye, Nippon Ringakukaishi, XIX,p. 703 (1937); Kono,Hattori, 

’ Hokにolkai Kenkyu Shoroku,.V,p. 276 (1938).
イdelges jhonicns Kon。 et Inouye, Ins. Mats, Vol. XII, No. 4, 

p. 169 (1938).
和興名 トーヒアナナス、 タシヒノコプアブラムシ、 トシヒミガ 

タフシ、 トーヒカアブラ。

寄生植物 Picea jczoensis Carr. クロエゾマツ; Picca sitchensis 

Carr. ジッ トカタウヒ; Picea jezoensis Carr. var. hondoensis Rehd. 
タウヒ

分布 北海道、本州、様太
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第四章 形 態

第3団 Adelgrs jnhonticus (Nonzen) 

砕母 (第 I ■蟲) Fundatrix I. Stadium 

向つて左=背面 向つて右 -肌面

第4園 Adulges.jnbnnicus (Nonzen)
有 翅 川性雌 Virginopare Gentigelte 

a=向 つ て左背商 向 つて右以面 

1=岡下面 c=同背面

幹母 (第1 ﾡﾡ) (Fundatrix I. Stadium)
體は背面の腺 よ り 分泌する 白色の盤質細毛及白粉に依り、利白味 

を帯びたﾡ責ﾡ色、総色及び順色等を早す。體の背面には左右 

に規則正 し 合 腺板 (Iriisenplatten) を有す。頭部には キ チ ン質の 2 
個の頭板 (Scheitelplatten) 前ﾡ部には2個の中板 (Mittelplattcn) 
及2個の殺板 (Marginalplatten) を有す。中胸及後胸部 に は 各 2 
個の背板 (Spinalplatten) 肋板 (Pleuralplatten) 及継板 (Marginal- 
platten)をす。腹節には第1節より第6節ﾡ背板、ﾡ板、緣板各 

2 個宛存在 し 6 列に並ぶ。第 7 節には 4 個第 8節には2 個第 9 節に 

は1 個の腺板 を有す。

頭板は各6個、卜板は各4個、前ﾡ線板は各2個の環孔を有す。 

中胸及後胸の背板及)切板は各 1 個の環孔 を有する も、線板は各2 個 

の環孔 を有す。版部第1節よ り第5節造の板、D板及第1節よ » 

第 4節造の殺板は同一形の規則定 し 9 環孔 を有する も、第5 節の殺 

板及 6 節以下 9 節の腺板は其構造前者 と著しく異り、不規則な腺の 

集合ﾡな り。腹部未端部には 2 本の短2 剛毛を有す。ﾡは3節に 

し て 和短 く 脚 % 亦短 し。口 物は短 く長9刺毛を行す。

體長 0.60m.m.世 0.32m.m.ﾡ角 0.16m.m. 觸角長の比は I=3. 
II=3.II=12な り。

有ﾡ電性雌ﾡ (Virginopare Gefligelte)
禮は卵形. 頭胸部は黑色に して前胸は暗褐色少 し く 総色を帯ぶ。 

版部は黄綠色一黄褐色にして蠟質に富みたる綿樣の白絲にて蔽は 

る。頭部には頭項及後頭部に 2 個の腺域 (Driiscnfacetten) を有す。 

前胸部には左右の外緣及後緣に發達せる腺域あり。中胸部には稍小 

なる2 個の隙域、後胸部には稍大な る 2 ﾡの脈域あ り。腹部背面左
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右の腺域は周線列のもの最も良 く登注し、 列のものはも殺走せ 

ず、背列のもの稍發達せり。

刻は透明、緣紋は黄褐色,翔脈は黄色、前刻は3神脈を有す。第 

3 斜脈は分枝せず、種分脈をﾡく、後処は1斜脈を有す。

ﾡ角はﾡ色 5節にして、節長 の 比 は次如 し

I=66. II=60.III=97. IV=97. V=112

感側板は第 4 圖の如 く 微述 し. 第 3 及第 4 節の ものは正方形に近 く 

第5節のもの は長方形 を早す。

體長 3.82m.m. 提幅 1.26m.m.
前長3.18m.m. 前幅 1.11m.m. 後翅長 1.83m.m.
後幅 0.60m.m. ﾡ角長 0.38m.m.
経 本種は従來本邦の學界に Cierm.esabitisI..tり と して細介せ られ:り しが,19 

29年門前岬士 clerm.s jfoios Monzen な る新和と して役された ものてある。 

同N士有刻』性ﾡ当に依つて査定ばられ六い のてWに開す る記戦無 く 今日に及 

んてゐる。

著者日本産ﾡ好送科の研究中木預の幹母欧洲ﾡ Clerwsatietis L. のそ れ よ り 

寧ろ Ates aardns Cholodk の そ れ:近終の t のてあ ること がつ1:。 而 して木ﾡの 

幹母腹節の腺板の 静造が第 5 節以下 に 於 て /ルム3 tarws Cholalk と 可成 の相述が 

ある。 有川性ﾡ島のﾡ色及!部の腺域の間置にﾡつてい易にﾡ別する 二 とが出 

來る。

欧洲に あり ては tles tarlus cholodk 欧洲グ ウ ヒ Picea cxccla iink I小形 

の豊ﾡれ造る b、Cherwusjofotirs Monzen 木那に移怖され:ﾡ洲 トツヒ Iに当ﾡた 

違らない。ェシマッ と歐洲“ ウ ヒ との混植地に於てゾマ ッ カサアプラ前者にﾡ 

大形の島ﾡた遭る い、後者には蟲瘦を造った 例がない。

第五章 エゾマッカサアフ•ラの經過習性

•エゾマッカサ アブラ の經過習性につい て は昭和 9 年一13年の 5 ヶ 

年間 に 亘 る 野外観察及’室: 内 の結果 に悲い て 記述 した。

I 第一世代 (幹母)

A. 野外 観 察

昭和10年9月上一中句有電性雌ﾡ (有ﾡ成ﾡ) こよ りてクロ王 

ゾー ッ葉裏に産下された卵は同年9月30日 よ り孵化し始めた。解化 

當時は幼蟲の活動敏捷で、盛んに樹•幹枝の上を制行し充實 した多芽 

を求めて10月中に附着する。一旦附着した後は、翌脱皮するまて 

他へ移動することなく、背而より白色の端質細毛を生じ其儘越冬す 

る。この越冬する 幼蟲 を幹科第 1 齢ﾡ、(Fundntrix I. stndium) と 稱 

し、野外てはM和11年4月15日よ り第1同の脱皮を開始し、早いの 

は 4月27日第3回の脱皮を終 り、無想性の簡費 (成熟せる幹母) 

となつな。とのものは交尾する乙となく軍性生殖にて, 早は4月 

29日産卵したものがあり、極盛期は 5 月 10 日前後である。卵は積色 

で>母蟲は自體よ り 多母の綿樣の白絲を分泌しそれを蔽ひ保護する習 

性があ り、一ﾡの卵ﾡは第 1 の如く であ る。

第 1 表 第1世代 (幹母) の産卵数

調 査 産 9
年 月 H 腹 製 ・求 均 価 (N+PE) 標準編 差 (あ+PE)

19. V.1935 30 33.57+2.15 17.55土1.52

特記 すべさ 乙 と は、幹母は第 1 囘脱皮後は越冬時代の蠟質細毛 を 

失ひ、 産卵するﾡは銀ﾡの分泌極めて少ないことてある。この時代 

は藥劑驅除に重要な意義も有する も のてあ るか ら後章に於て更に詳

述しょ う。

1. 室内飼育實驗

昭和11年 3 月31日多数の野外越多幼費 (幹母第 1 ﾡ費) をクロ 

ゾー ッ被害木よ り 小枝の儘採集し來 り、水を入れた城に挿し、室内 

てﾡ育しなと ころ定全に紙池しなものが6例あつたのて、之が不均 

を求めなと 乙ろ第2炎の如くてあつな。

室内 は野外に比 し高温な る と最商、最低の較差少な a 關係上野外
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ては普通4月15日頃から行なはれる脱皮が4 月5日よ り行はれ2。

此實驗に於て明瞭な る如 く、 9 18 内外の温度ては第 1 同の厩皮

よ り ﾡ卵開始まての期間は11.07 Hて、 ﾡめて短時出 な る ことが9 
つな。,

第 2 表 幹母以脱皮期日、脱皮日数、産卵及要呼化日数

W丹常 I 当当 i 2 査 

採 ﾡ年月 日| 個 鈴 ﾡ
第 1 同 
M皮月H 等2部 第3協

成効せろ 
怜 付 の 
期 I

ホ卵開始
月 日

31.I.1936 6 5-7. I 5.17土024 4.33士0.2019.00士0.89 17-20.I

(M士Pじ)

第! 同脱よ 
り 床卵開ﾡ ま 
て の 期

i ﾡ 卵 産 卵 要 守 子 化 實 驗 期間中 の 氣 温

期 間 期 商 日 最高 最 低 ポ 均

11.67+0.20 2.17 + 0.18 3.50士0.55 11.33士0.56 22.5?+0.38 11.64 + 0.25 16.35 土 0.21

然し野外ては不均温度4月 6.2, 5月12.3 で未だ室内の平均溫度 

に達しないのみならず、早春、晚福冷雨等があつて、室内の税育選 

度に比し多少遅れる ことは、前項の野外観察日數と比較對照すれば 

容易に推知し得る。

I 第=世代

A- 野外観 察

昭和1 1年 5 月 20日乃至6 月 上旬 に亙り て 卵 よ り 解化せ る 幼ﾡは正 

に 開 紡せんと する 新芽 を 求めて 活潑に 匍行 する。5 月 26日にはﾡに 

新芽に幼蟲浸入 し形成せ る 小数ﾡを認めな。本種の蟲麼は第 1-2N 
に示すが如 く 鱗片(Schuppcn) の先端細長 く 鋭い特微 を有してゐる。 

幹母は早春新芽の基部を刺激し, 不規則なる生育を促す傾向を認む 

る も、幹母自身の刺激のみにてﾡﾡの造成は不可能な るものの如 く 

必ず第 2 世代幼蟲の侵入 を必要 とする ものの如く である。このこと 

は幹母の附着しない新芽て、 正に開舒せんとする ものに、多数の幼 

ﾡを附着せ しび る と 蟲極を生ずる に依 り て も知る 2 と が出來る。

一方ク ロエゾマッツ の生長について見る と、生長開始は 4月27日 頃 

か らで正に新若の 開舒せん とするに至るのは5月20日 前後てあ る。 

これは卵の孵化する時期と略一致するので、幼蟲は直に新芽の中に 

使入し、敏にﾡ癌を遭成するのてある。

一旦ﾡﾡ形成し初びるときは、新芽の內部と外部の連絡中斷され 

る結果. 少しく運れてﾡ化せる幼費は、途にﾡﾡ内部に使べする乙 

と従はずして其儘死滅する。乙れと同様の理を以て、新芽が少しく 

伸長した後に幼蟲到達すると 3 は、全然ﾡ複を道る こと能はずして 

其儘死滅する。(2」(28))
從來の文献に據れば、孵化せる幼蟲は、ﾡﾡ内て単性生殖を行人 

とあるも、著者の調在 した範圍では未だ斯か る 事例 を 認め得ない。 

次の事實 に よ b 考察 するも、恐らく ﾡﾡ内に て は生殖 を行は ない も 

のと考へる。

(1) 無ﾡW性雄難 (成熟せる幹母は)第3世代の幼義解化核2-3 
H で死滅 し、未だ蟲拨內に 使入せ るものを 認め な w。

(2) 議ﾡ内の幼難を毎旬採集し校ﾡ測定せる結果の抄微は第3表 

c示す様に、7 月上旬第 1同、7 月下旬一 8 月上旬第2 囘、8 月 中 

ード何第3同脱皮 してﾡとな り ・ 其發育速度は極めて緩慢である。

どの實驗に依 b 曲抜内の脱皮は 3 同行はれ、第 3 囘目で蛹化す る 

乙 とが明瞭と なった。ﾡは s 月20H よ り 蟲疲内に發生し初め、8 月 
末頃は極成期であ る。昭和10年 s 月 31日 の観察では趣痩漸く •開 9 初 

め. 蛹は未だ外部に出なかつったが、9月1には極く少救外部に 

匍出した ものがあつた。ﾡﾡは91 u-15Hﾡに殆ど一新にI山 

し、ﾡ出し2ﾡは2-3Hの間に1回脱皮して、ﾡ場"性の雌ﾡとな 

つ2。乙のものは一部は自己の寄生せるﾡの他の部み分に、殘餘は隣

8 - -9-



接のク ロ エ ゾマ ツ若 くは其他タ ウ ヒ (野幌にてはジ ツ トカタウヒ) 

上に飛行する。一般に其性質ﾡ不活設て、隣接木への移動は時の 

風向、風力の影蟬を受ける 乙とが甚だ大合レ'。特に本蟲は歐洲產の

元世代生活環を行する 0 "〃〃•S H "ソ" L•其の 他の如 く、中I卅寄市 

と して カ ラマッを求めて移するものを見ない。乙れが証ﾡには附 

近にカラマッ林なき場合に於ても、盛んに繁殖す ろ 事實がある。( 

翅雌蟲は主として針葉裏に附着 して、羽化後3日目頃よ り無性的に 

産卵わ開始する。卵はず色て 1 腹の産卵數は第 4 表の通りである。

B・ 室内 飼育實驗

昭和10年 8 月 多數の露壊を採集 し來 り、室内にて師が獣ﾡ よ り 出 

るのを待つて、 水を入れたﾡに折したクローゾマ ッ小枝に附着せし 

め、何育したところ、完全にﾡ過しなもの15例あり、之が均を求 

めなと ころ第5表の如くてある。

第う表 有雌ﾡの出現及要呼化 日 数(M土 PE)
ﾡ獲生 調 査 布をﾡﾡ外の 
年月日 個體数 出税月日ﾡ 期げ

産卵開 
好月日

'産卵 呼化開 
始月日

要所化 
日 そ

ボ 均
条 温

第 3表 クロエゾマ ッ蟲疫内に於ける幼蟲の發育速度

月次
8 月 25
-30 日

t上指ﾡ

第 1 第 2 協 蟲 第3齢当

6j3日 6月25H 7月5H 7!5H 7月29日

實尚聡 飛帰

備 ぢ

29-
20K

1935
15 3II- 1.87士

2IK 0.12 3-24K 2,93士 : 
0.10

26K-
7X

17.80士
0.77

16.23士
0.28

この結果 を見る と 平均氣温 1623 で飼育せば、蛹が蟲疲外に 制出 

しな後、1 同脱皮 しﾡ無性の雌難と な る には.2 日 を要す る。この 

のが産卵開始に至るﾡの期間は3 日前後で、卵が解化に要する日

330

盤 長 0.43 100 0.40
99305

126 0.68 158 0.94 219 2.19

ﾡ M0.19 100 0.18 95029 153 0.34 I79 0.49 258 1.07

艇 角 0.10 100 0.10 100| 0.11 110 0.12 120 0.17 170 0.33

和 一 300 288 - 389
二

'457 — 647 一

平 均 生 
長指ﾡ - 100 — コ 130 152 — 216 一

1 393・ J

. 464

500(1) ﾡLW位 
I m.ll.

563(2) 第3断曲

のみ8個位 

の平均な る 

t仙it金部

10個ﾡのド 

均な り

第 4 表 第2 世代行過雌ﾡの産卵数

調 ・ 査 . 産 製

4 月 日 I 製 平均値 (N+PE) 標準編差 (5+YE)

8. K.1935 50 68.38±1.11 11.77 士 0.79

有ﾡ雌ﾡの卵は共腹ドに挑状に産みつけ られ、ﾡ質に衛んてゐ る 

綿樣の白絲にて保護される。産卵期は 9 月 6-15Hて解化は 9 月30 
日頃から行はれ、10月10日には全部絡了した。孵化せる幼蟲の活動 

狀態は第 1世代の項に於て詳述しな通 りてある。

第5圏 好順二於ける 氣候圖 と 經過表

曲 名 イdr4gcs johoicus (Ntonzen) エゾマ ッカサアブラ 

生植物名 Picen jezoensis Carr ロエゾーマッ

+品性のはﾡ 田ﾡ切甲性のdA ・ィ 播 納
・ 卵 e8安内幼島
二幼 G-46
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数は18日前後てある。故にﾡがﾡﾡ外に価出し、産卵開始に至るﾡ 

の期間は僅か5 日前後なる こ とが判つた。

II経過表

野幌に於ける氣候と世代との网係は第 5 ﾡの如 く てある。

IIII 蟲健の大き と蟲數關係

蟲獲内 の蟲數は ﾡﾡの大 さ に正比例 する。こ の相關 々 係 を知らん 

が爲め、クロェゾマ ッ及ジ ットカタウヒ の蟲疫が充分成熟 し、正に 

開々せんとする商前(8月中) 其長さ を測定 し、内部の蟲數を計の 

せ る 結果は第 6mの如くてある。

本ﾡに振)て同じ大さのﾡﾡを比ﾡするとジッ ト カタッヒはクロ ・

エゾマッよ り 多數の幼蟲が寄生する 乙とが判る。

V被害木の生長と蟲優の消長關係

野幌國行林内クロエゾマ ッ 人工造林地 (大正6 年度 6 年生 4 同味 

株苗木植栽)に於て、無被害木(旣往の微被害木を 含む)及被害木 

20本 つ9 最近の生長狀態 を間査 し、次て後裕 に29 過去 3 ヶ 年間 

に於ける 蟲燃の消長關係 を 求めた ところ第6 表の如 く てあ る。

乙 の結果に x り 無被害木は生長極め て 旺盛 なるも、彼者木は然ら 

ずして其差の著 しw こ と が判 る。常場長石順供三博士は これが生長 

不良とな りたる原因は種々あらんも、特に重大な影響を及しつ ゝ あ 

るは地下水て、該造林地は局所的に其變動著しく、地下水位高く し 

て土壌滲透性不良なると ころに生長しなるものは、停水の公め、 

根系の發育不良 となり、生な る 生長 を 田者せ らる、結果てあ る と 

別途闇明せられな。

第6表 クロエゾマツ 無破害木 と 被害木 と の生長比較 

及 ﾡﾡの消長 (大正 6 年度 6 年生 4 同床 枠苗木惟蒙)

昭 利1年! 月 在 昭和8 -II年に至
【. 別 平

ﾡ高面径

均 一 価
( cm )

N+PE 
樹 高 (M)

ろ 4 ヶ年間のボ均 
上長生長

無ﾡ害木 

獲 書 木

9.60士0.24

4.80+0.15

6.31 土0.12

3.93主0.07

0.40土0.00

0.15土0.01

I 利 9 年 度

ド均価 CN

235.95 土 22.77

多

642

基 一| 蟲 選
少1価(一Pド

34 13.51土0.03

大 さ

3.88+0.02

和 IC 4
曲

1均価 (MPド)

271.45土26.13

選 ________

並 多

642

憂c______
並 少

・

43

面 、 ﾡ 、

王均価 (NTT

13.20 ±0.03

9 〕 大 さ

相鎖込(6Iド)

4.30土0.02

昭 和 11 年 度

曲 蟲 妻 の大_さ

1均価(生PE) 1 多 本 1価 ) 振回領込(ら PF)
— — — ・ -- —

179.85土37.88 1,009 4 11.16土004 3.69 ±0.02

實際生長良好な木は不良な木に比し、新芽の開舒旺盛で、且つ迅 

速な關係上幼蟲が孵化後新芽の内部へ侵入する期間が短かい。然る 

に幼蟲は新芽が伸展後到達すると？ は、全々蟲麼を造る ことが出楽 

ず死波する ことはﾡに述べな通りてある。故に生長速かな木は遅い 

ものより蟲法を生ずる機會が少ない乙とになる。換言すれば、同種 

の林木が或齢級にが て 該蟲の寄生 を受 けな場合、生長町盤に 向 o つ 

つある ものは漸次被害減少する が、其反對に生長旺盛な らざるもの 

は. 連年被害に惱まされる結果となる ことが明1と なつな。

次に被害木の蟲瘦の、消長關係 を見る に. 1樹の不均ﾡ複期は照和 

9年度236個.10年度971個、11年度180個で、3ヶ年間に於ける

-12- -13-



1 樹のﾡﾡの均大さは 9年度13.51 In.mn.10年度13.20 mT.mT. 11年度

11.16 n.mn.の順位てあつて、年に依りﾡ複敷の滅並にﾡﾡの大さ 

に大小があることが判つな。

第6圏 蟲瘦の大さ と歩数との關係

曲名 イelgesjnfoicns (NIonoen) エゾマッカサアプラ

第六章 各種防除法に開する知見並得失

• エゾマッカサアブラ を防除する には幾多の方法あらん も、其主な 

るものは (I) 林業的防除法 (2)機械的防除法 (3)化學的防除 

法 (4) 生物的防除法に歸着する。生物的防除法に關する論議は他 

日 讓 b 本稿 に於て は 導 ら (1)(2)(3) の方法について述べて見よ 

う。

I 林業的防除法

一度大森林に發生せる場合は (2)(3) の防除法は多額の經費 を 

要するので、之が防除法は本法に俟たざる を得ないのである。
・5)Boas(1918) 氏〔デンマーク〕 て於て CMe11zcSficcqe (Ratzeburg) 

の破害の激否を左右する重要因子は、土壌の状態にあることを税見 

し、良質の土燧に生育する林木は被害漸減する も、不良地に生育す 

る林木は連年被害猛烈 となると 述てゐ る。
(Io)Hess=Beck (1927) 雨氏にﾡれば、欧洲産 Clereq/icfis L.. 及 

Cmnialos srooiobinsIalt の 被害 は 普通 の 場合著し か らずして 

他の困子、即ち土ﾡの良否新害又は1 種の姬葉卷蛾の食害等の影響 

を受ける場合にのみ著しいと述べた。

Grahaf'(1999) 氏は不適地に生育する林木は被害猛烈 とな り、適 

地に良好な る生長 をな す林木は被害減少する。適當な 間伐排水及造 

林地選定の巧拙は Chermes 類の間接防除を助長する所以である と 

述べな。
(.10)

Will(1933) 氏は ClcゲesqhictisI.は、立地の問係不適常な樹木 

若くは、見ﾡの食害作用に悩はさるるﾡ木に多救の抜を道ると述 

へた。

又前述の如 く 常場長石原博士 も 野幌の試験地内に於け る=ゾマッ 

カサ、アブラの被害猛烈な原因中に、土壌性の適否を指適せられ、地 

下水位高 く 土壇の滲透性不良に して、根系の發育を阻害する場合の 

如Sは、被害の著しい事例を提示せられた。

以上諸氏の意見を綜合する に本蟲の防除は立地の適否、即ち () 

森林土壊の良否 (b) 氣候 (c) 位置 QD 地位(林型)等に重大な 

關係があ る 乙 とが判る。實際野幌に於ける外來の ［ジットカ〕タッ 

ヒ について見る に、立地の關係當を得ない結果、生長極めて不良て 

あって、第2叫の如くゾマツカサアブラの被害激甚を極め、成林 

の見込な？ に至つた。この結果よ り見ても、大面積の森林に於ける 

被害防除法として は、 エゾマッ其他タウヒの造林に當り、常に立地

-14- ・- 15-



の選定を誤らざる 乙 とである。

II 機械的防除法

本法の 円 特 に重要なのは 数ﾡ を開H 前 に探集 し焼却 する方 渋て あ 

る。乙れは被害輕徹に してﾡ癌の比ﾡ的少ない時代に於ては適常な 

防除法てあ る が、連年被害 を被り つ ゝ ある 衰弱木にﾡ し て 行太 こ と 
(:)

は適常てない。Schcidter(1930) 氏も斯かる 乙と を反復する 乙とは 

金々林木を苦 しめる結果 となると論 じな様に、蟲瘦除去に依って 生 

じな傷口よ り 樹液 を漏出 し、 責弱の皮を加へしびることとなる。實 

際問題と して 1 ﾡに200-300以上生じﾡﾡを、赤手にて除去する 

ことは、徒らに券力を要するのみて紙済的てない。本法を實行した 

後有翅單性雌規の飛來に依る傳播を知らんが爲め, 野幌図有林内ク 

ロ = ゾマ ッ被害林 (大正 6年度6 年生 6 囘床棒苗木植栽)に於て20 
本の試験木をと 、昭和 10年 8 月 4 日ﾡ拠開口前それを全部除去し 

其數大さ を調査 し、樹幹に Tree-tangic-foot を漁布し他よ り幼ﾡの 

匍行 し楽ること を進断 してﾡ2。同年 9月13日 他の破害木よ り 飛 

來せる 厳敷 を夫々 調在 しi S、翌年 8 月 25 日 其 子孫 よ り生じ た 数ﾡ 

を訓査し、前年度 との比較を求めた と ころ第7表の如くてあつた。

第7表 有翅雌経 の傳播調査

5 254 11.85土4.58 19,978 41 7510.32土3.21 4,635 70 77 6

6 38 11.93土2.62 2,954 48 158 9.75 ±3.18 8,947 (416) 19 (303) 19

7 '71 15.01 土4.60 8,051 117 29 8.79土3.57 1,393 59 83 3

8 61 13.43 ±4.26 5,814 32 72 13.13±3.40 6,650 (118) 14 (il4 15

9 48 16.21 ±2.93 6,023 63 103 10.18土3.46 6,311 (215) 13 (I03) 14

10 75 14.80土3.42 8,214 54 292 11.58±3.15 21,743 (389) 18 (265) 18

11 31 12.32土3.42 2,555 43 6 9.83 ±3.13 341 83 2 87 2

12 38 13.52土4.10 3,654 46 49 9.80 ±3.60 2,802 (129) 1 23 12

13 58 15.81土3.84 7,051 51 295 13.64 ±4.22 28,805 (509) 20 (408) 20

14 122 17.52土4.13 16,373 18 23 16.65 ±4.67 3,047 81 3 81 4

15 0 0 0 12 2 10.50 ±0.03 128 (200) 17• (128) 16

16 393 13.66 ±4.31 38,461 131 235 12,20土4.57 19,465 ' 11 11

17 507 10.70 ±3.71 33,505 122 227 9.91 ±3.40 13,209 9 61 9

18 1,219 13.46土4.14 116,323 12 93 17.09土4.22 14,986 1 87 1

19 805 14.67土4.+7 88,016 83 159 15.47 ±5.21 19,017 4 78 5

20 489 13.68 ±3.66 47,593 28 143 13.03 ±3.46 12,904 5 72 "7 (

計 5,901 m.m 576,347 1,289 3,036 m.m. 260,589 — —

試
驗
木
番
號

昭和IO年8月4日曲ﾡ ﾡ利10 
開 ロ 前 除 去 年9月

昭和1年8月25日調 
飛來遥の子孫に依り
造成された曲班

蟲 ﾡ 数 益 ﾡ

昭 和 10年度 13H調 昭和 年度 (増)ば成ﾡ(州)滅成ﾡ 

飛ﾡﾡ販悪のぶ 蟲 あ 率 順位 率 順位

その結果に振れば、被害林内 に於て は有翅雌蟲の傳播によ り量ﾡ 

ﾡ敷共前年度 の約5う0%再義 しな。これ は 周園 の被害林の激否如何 に 

依り 差異ある は勿論であ るが、第 2 世代有翅雌蟲の傳播力 は相當旺 

盛な ものである 乙 と が る。故に般疫の除去に依 り 願除をな さんと 

する には目的の被害林のみな らず、其周園に存在する被害林の蟲梃 

を も全部洩れな く 除去 しなければ、直に有翅雌蟲の飛來を見るであ 

らう。

又歐洲に於ては造園木、其他小面積の被害木に對し、早春刷花 

(Pinsel) に テレ ビン、石洲、 クレオンー ト 劑、船酸エ - ラル其他 

をつけ、基母の附着せる枝及新芽の部分を輕 く 擦つて驅除する方法 

があ る が, 之は前者よ り 更に多大の勞力 と 經費 を要するであらう。
1 945 13.05土4.09

2 16415.24 ±4.18

3 45015.55：' 4.15

4 133 13.90 士 4.00

85ッ988

18,925

53,553

13,316

158

135

58

37

549 11.57 士 4.07 41,402 46

18014.52土4.84 19,510 (110)

171 14.36土4.78 18,054 64

17513.7744.09 17,240 (12)

16

12 (103)

7 66
16 (I29)

10

13

8

17

III化學的防除法

從來本邦の文献に記されたのは、9月頃ﾡﾡよ り生する有翅單性
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雌ﾡにﾡし、石油乳剤の搬布を笑めなものてある。然るに本は9 
月1-15 日 ﾡの間に有刻電性の雌ﾡ となり、3日目頃より 産卵 す る 

ものてあ るから、行場"性の雌難が靴側て生活する期間が極めて短 

いことは、旣に述べた通りである。

實地に あ りては樹木毎にﾡﾡの開山に多少の運速あ り、9 月上一 

中旬 は 産卵濟の ものと 未産卵の もの とが入り 交り て寄生す る 開係上 

産男前一撃に有刻難難のみを殺す こ と は殆と不可能てあ る。mして 

有翅雌蟲は 自亀の腹下に産卵 し、ﾡよ り 蠟質 に富んだ綿樣の门絲 を 

出 し、卵 を保護 しつ ・ 死す る。乙れが爲め卵は風雨に對す抵抗力 

極めて強く、水分を避ける性質があるので、藥劑を撒布するも版下 

の卵 を殺すこと が容易て-な い。

※越多幼熱 (幹母第1齢難)は背面にﾡ質の白色細毛を生じ、自 

體を保護する關係上、雨雪寒氣等に對し極めて抵抗力が強いので、 

こ れ に業剤を ﾡ霧 するの は極め て 不利てあ る。然る に越冬幼就は野 

幌に於ては 概ね 4 月 15-30H 迄に脱皮 を開始 し、3 囘脱皮後無翅軍 

性の雌撮(成熟せる 幹母)となる。このものは4月29H-515H 
ﾡに産卵し、極艦期は5月10H前後てある。解化は5月20日頃よ り 

行はれ . 母蟲は幼蟲の孵化後間 も な く 死滅す る。m して第1同脱皮 

後は焼質の分泌物極めて少なく、諸種の藥郷に對し抵抗力弱さ時代 

てあるから、この機を過さ ずﾡ除を行人 乙 とが最も 得策てあ る。

Gralam (1029) 氏は Chermes 類は蠟を以て腋はる るが爲め、普 

通の時期 には業剤ﾡ に依 る 驅除は容易でない か ら 早の償若い幹 

母にﾡして行人のが得策てあると述べな。

H:rridk (1935) 氏は北米に於ける ClrmesabictiKait. は凍結 

期の終つな 4 月下旬に藥劑驅除 を行ふ 乙 と が適常てあ ると述べな。

以上兩氏の説は著者の見解と全く一•致する。次に5月20日頃よ り 

孵化せ る 幼ﾡ は行動敏活で、正 に新若の 開舒せん とする 間隙 よ り內 

部に侵入するを常とし、幼蟲の儘で匍行する期間極めて短かく、藥 

劑驅除の暇がない。一旦幼蟲が蟲法を形成すると、藥劑が内部に到 

達しないのて”、藥剤驅除の望みが殆ど無い。故に本蟲の藥劑驅除に 

適するのは、越多幼費が脱皮を開始する時期(4月20-30日) て、

次は無翅單性雌蟲 (成熟せる幹母)と卵の時期 (5月 1-20日) て 

ある。 かる状態てあるから業剤は常に第1 囘脱皮後の幹母及卵、 

雨者に有効な も の を選人べa てある。總て の照を線合 して藥劑驅除 

に最も適常なのは脱皮後、 木だ産卵せざる仙體の多数寄生する4月 

30日前後てある。

本邦 に於 て 從來行 はれ な藥劑驅除の知見及驅除時期 に關 する 得失 

は前述の通 りてあつて、未だ藥劑試驗を行つた ものが無い。ﾡ米に 

は各種の藥劑あるも操作並に經濟上の關係より、直に本邦の駆除に 

適するや否や頗る疑問があるので、著者は先つ奏効確實で、而も經 

費 小額 な業剤を見出す目的を以て、26 種 の 藥劑 について 試驗 を行つ 

な。

第七章 藥劑驅除試驗成績

I供試藥劑の種類

本試験に使用せる業剤は26種てあつて、業剤番端、名稱、調合量 

は第8表の如くてある。

第 8 表 供試藥制の種類 (26種)

薬 列

番號 名 稲
薬 ﾡ 調 合 量

1 る*マ高べ ネオトン(22.5叫+魚油石鹼(22.5ツ水(18し)

2 同 上B ネ オト ン (45g)+魚油石鹼(45 り+水(18L)
3 デ・リ ケ ンf A

石 鹼 ^ シツ ゲン(30円+ﾡ油石像(30g)+水(I8t)
4 同 上B デ y ゲン(45g)+魚油石ﾡ(4ラの)+水(1Bl)

—19 —



ラ

6
7

8
9
10

1!

12

13

14
15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

ユロ.イ ドA 
石 ﾡ "

同 上B
m 油 石 般 液A

B

C

A

B

C

D

A

B

C

A

B

C

 

A
 

上

上

ン
波

上

上

上

例

上
ヒ
川
州
上

上

欣/

例 

デ
 

乳

黎

終

合
 

%

 

油

•

端

整

脂 

同

同

硫

石

同

同

同

石

同

同

除

石

同

同

除

に

松

同 上B
石 ぬ 改 乳 剤A 
同 上B
同 上C

同 LD

材ボコロイ ド 石鹼(90屮 水(18：)

納木= ・ イ ド石i(183の)+水(181)

物木ﾡ油石線(90)+水(I8)

勧末ﾡ油石数(I 88の+水( I 8り) 

納ボﾡ油石郎(2638)+水(18 )
硫酸 =コチン(I 5叩+粉石輪 (91 F+水(18")

硫破=コ チ ン(198)4•粉石輪(915水(⑻り

硫戦= コチン(25cc+わ石田(9if)+水(181)

硫臓= コ チン(36°)+秒石ﾡ(9Iの)+水(I8lo)
石油(1.8 )+= ロ イ ド石崎線(ラ6.38)+水(900°S川時30倍=稀Wス 

石油(18 )+=ロイ F五線(56.3の)+水(900cc)川120=稀科ス 

石(18+コ ・ イ ド石線(56.3F)+水(900c0)川I10倍=稀科ス

除 怒菊(75 り%-沛 1.8 5粉石酸 (90の+水 (900灯 用咛 50 倍 -稀杯ス 

除 当ﾡ(75の+石油(1.8+物石厳(90F)+水(900°0)川時40倍 =稀ﾡス 

除 数ﾡ(75の+石;l(1.8け)+ 勧石(90+水(900°")川120倍 = 稀岡 ス 

除 滋菊(7ラの)燃料7 ルコール(I 8Oce)+ 初
松脂(3乃*卄苛性 ソ ー (30つの)+水(I.8「)川I25倍=稀科ス 

松脂(375の)+市性 ッ - グ(カ州H水(し眄川時2c件二 稀翱ス 

石ぬN(I 35c0)+4;油石数(90)+水(76ラ")川130倍 =稀岡ス 

石燃前( 35c0)+石尚(90つ+水(765g,川崎 10倍=稀科 ス 

石状融(135c0)+魚;石線(90め)+水(765に)月130倍= 稀瑞 ス 

石災酸(135cc)+f;油GはQ(90g)+プ水(765g用I20倍二稀照ス

之等の調合に使用 した藥品の製藥所、若 く は發賣所, を揭く れは、 

ネオ トンは理化學硏究所. デリ ゲンは三共株式會社製、粉木像イi 
燃及び粉木=ロイ ド面鹼は横濱植木株式會社製、硫酸ニコチン (プ 

ラ ック リーフ女)度)は Samei shoten 發賣、粉石鹼は札幌五番舘 

(ミ ササ 印),石山及ﾡ殺池は 日 本イ株式@ﾡ製、アルコールは藥 

用品、石炭酸. 可性曹達は化學用品、松脂及除蟲菊粉は札幌ヤマト 

種苗農具株式會社發資品 を用 ひた。

II 試験方法 
・

試験はﾡ験室内及被者林に於て施行 しな。室内試驗は新芽に寄生 

する幹団 (不は第2 齢以後の幹母秋は第 1 賞幹母) を小枝の儘採集 

し來 り、下端を竹の棒に結びつけ、自然状態に近く立て、之に距離 

及噴ﾡ時間を0.1米の5秒、10秒、15秒.0.5米の30秒、1米の1分 

藥浸の如く 定め、噴ﾡ器を以て細ﾡ状となせる葉剤を撤布し、其死 

ﾡ数及共状況を記ﾡしな。商して死ﾡ敷の計算は2 日を以て適常と 

認めe。又春季無翅雌蟲の産卵並秋季有翅雌蟲の產卵 (小枝に附着 

の儘)を採集し來り、前記と同様の方法で噴霧し.殺卵の効果を調 

布した。殺卵調査は卿化速定日 數經過後、スライ ドグラス上にと り 

て 檢鏡 し、死せざるものと 孵化せ るものとにﾡ分しな。

被害林 にがけ る 試驗は、大正 6 年植栽 クローゾマッ林内 c て 1 ﾡ 

につき 2-7本宛の試験木 を設定 し、室内實驗に供せ る 業剤を 噴霧器 

にて布し、大約細ﾡの寄生当全ﾡに行き重る程度と しな。不均ﾡ 

商流ﾡ4.8梅、ﾡ高3.93米のクローゾツ被害林にﾡしては. 18r 
の藥劑を凡そ 3本に撤布する程度て充分と認めな。撒布前一樹の蟲 

製を算出し、撤布後之が () 減を調査する ことは該建の性質上不 

可能 に脱 するのて、第5章に於て述せ る 豊療の大 さ と ﾡ数ﾡ係の 

理論をM用し、前年度のﾡ拠につき計算し、本年度 と比較對照 し其 

(増) 減率を算出 した。 室内及野外試験共噴ﾡ器は横ﾡ植木式空条 

自 動背負型"ﾡ際 を刑ひな。

III 試験の結果

甲實驗室内に於ける試験

ヘ エゾマッカサアプラ の殺卵試ﾡ

殺卵試驗は春季無翅雌蟲 (幹母) の下し。卵及秋季育刻雌難の 

產下せる卵に對し、前記の各種藥劑を撒宙し其殺卵率を調査した。

(1) 森季殺卵試験

第9-10表に示すが如く 80%以上の殺卵を有するのは硫酸= ョ
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チンA. B. C. L: 及松脂合ﾡ］のう種に過ぎないo本量の男は、 

各種業剤に到する抵抗力が著しく大なる乙とが列つな。然し乍ら春 

季卵は. 成ﾡ幹母の児端にﾡ状に産みつけられ. 綿様の白絲にて保 

護せられる程度てあるから、噴ﾡ力少く しﾡ烈なるときは容易に綿 

様の白絲を吹飛ばし,藥剤は直に卵 に作用 するため秋季卵の場合よ 

り有効なるものの如くてある。

第9表 エゾマッカサアブラの藥劑驅除試驗成績總括表

25 石 炭 酸 L 知G 23 9 22 46 +
26 ' 石 孔 剤D 37 30 25 33 (地 — +

第10表 エゾマッカサアプラの春季殺卵試驗

昭和12年5 月室内ﾡ験

薬剤
薬邦名

室 内 

不季手ﾡ除
試戦野外試戦
秋季ﾡ除 季ﾡ除秋季照除

効 力 大 小 

大卜認小 卜認

番ﾡ 殺卵率殺数率殺ﾡ率殺当率
( 滅ﾡ(ﾡ)ﾡ率

メラレ

ルモノ

メラレ 

ルモノ

1 ネオ トンﾡ油石齢液A
26 95
46 78

c
64

96
62 24 +

2 ネオトンﾡ油石郎液n • 25 70 67 61 () 一 +

3 デ ッ ゲン魚油石齢液A 45 49 40 53 5 — +

4 デ ッ ゲンﾡ石輸液B 53 73 60 57( -55 +

5 コ'ロ イ F石齢液へ 39 73 14 34 (州) 十

6 コ ロ イ ド石搬液G 23 97 30 76 93-94 (増-77 +

7 魚 浦 石 総 A 35 45 24 68 21 +

8 魚 油 石 ゆ kB
9 魚 油 石M液C
10 硫酸ニコチン石輪波A
11 硫破=コチン石搬液n
12 破酸ニコアン石鹼液C
13 硫酸ニコチン石齢液D
14 石 油 乳 A
15 石 油 乳 n
16 石 i 乳 刑C
17 除当菊校川石油孔州A
18 除曲菊出石油乳孔剤T
19 除曲菊出石油乳孔剤C
20 除曲菊石齢 花

(アルコー ル 浸出)
21 松 川 合 剤A
22 松 脂 合

19
35
97
88,
99
98'
乃

70
38
4(5
54
54
63
72
80

1

5

6

0

4

8

5

2

6

 
7

1

6

 
9

8

0

 

7

9

9

0

9

9

8

8

9

5

8

8

8

9

0

 

1
 

.• 

1

12 67 73一81 53 十

14 79 87-88 4-57 +
20 72 88 — +
31 71 82-83 3-82 +
66 75 80-91 16-98 +
63 82 ・95 68-100 +
24 72 (増) +
24 78 (州)-69 (州)-96 +
21 78 90-95 (4)-92 +
26 61 64 一 +
23 78 28-67 (増)-96 +
35 78 98 75 +
44 74 24-68 +
51 80 (増)-84 49-99 +
61 80 25_96 58_100 +
23
28 

爲

 

州
劑 

乳
乳 

酸
酸 

炭
炭 

石
石

用
4

十
十
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藥 デ 施 薬 僕試 

卵ﾡ

死滅 

卵敷
生作 
卵ﾡ

死滅 

、率

効果 

順位 備 考番ﾡ 名 稱 I間

天 秒 す

0.1 5 324 198 126 61 一

0.1 10 1,254 446 808 36 —

1 ネオトシ m油 0.1 15 353 292 66 82 —
石 厳 k A 0.5 30 146 123 23 84 —

1.0 60 124 47 77 38 * —

浸 -・ 576 182 394 32 —

計 — — 2,782 1,288 1,494 46 14

0.1 5 '82 27 55 33 —

0.1 10 210 21 189 10 —

2 ネオトン ﾡ油 0.1 15 215 48 167 22 一

石 郎 液 B 0.5 30 71 31 40 44 . -

1.0 60 118 35 83 30 —

浸 — b 24 37 39 —

計 — — 757 186 571 25 23

0.1 5 113 75 38 66 —

ゝ 0.1 10 182 151 3i 83 —

リゲン ﾡ油 0.1 15 299 108 191 36 —
石戦液 A 0.5 30 479 205 274 43 —

1.0 60 794 310 484 39 ■-

法 — 378 156 222 41 —

計 — 2,245 1,005 1,240 45 15

0.1 5 194
1

169 25 87

0.1 10 32C 271 4 85

A デリゲン 魚油 0.1 15 154 7C 84 .45
石齢液 1 0.5 3C 83 7 11

1.C 6C 209 162 21 —

送
1

148 23 ! 129 16 —
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計 - — 585
1

519 । 53い 技 492 164

・

328 33 —

0.1 5 163 136

573

83 t *- — 2,813 980 1,833 35 19

0.! 10 987 414 42 — 0.1 .5 203 200 3 99 —

5
コ ロイ ド 0.1 15 8i9 340 478 42 — 0.1 10 125 •123 2 98 —
石 様 液 A 0.5 30 825 361 464 44 —

10 硫でな ニコチン 0.1 15 689 650 39 94 —

1 0 60 403 6s 335 I7 — 石輪液 A 0.5 30 270 267 3 99 —

法 一 488 377 23 — 1.0 60 284 272 12 96 一

計 —
・

二
3,684 1,430 2,254 39 16 注 — 169 169 0 100 —

0.1 5 199 64 135 32
・ — — 1,740 1,681 59 97 3

0.1 10 323 88 235 27 — 0.1 5 266 255 11 96 —

コ 円 イ ド 0.1 15 371 56 315 15 -- 0.1 10 361 310 51 86 —
(

石 ゆ 波 0.5 30 281 48 233 17 —
11 硫 ニコチ ン 0.1 15 1,080 906 174 84 —

1.0 60 122 21 101 17 — 石論 B 0.5 30 157 145 12 92

注 — 849 220 629 26 — 1.0 60 298 284 14 95
-- - 2,145 497 1,648 23 24 法 — 270 252 18 93

0.1 5 1,034 632 462 58 ・
計 --- — 2.432 2,152 280 88 4

・ 0.1 10 312 92 220 29 , - 0.1 r ・476 463 13 97 —

7 魚 浦 0」 15 407 298 109 73 0.1 1o 859 850 9 —
石 除 液 A 0.5 30 775 146 629 19 一

12 硫Nを = コ チ こ
0.1 15 416 414 2 103

技 60 676 247 429 37 ■-- 石 論 波 0.5 30 85 85 0 100 —

— — 1,127 107 1,020 9 — 1.0 60 188 184 4

0.1 5 4,391 1,522 2,869 35 20 法 558 554 4 —

0.1 5 261 55 203 22 t —
, 二

2,582 2,550 32 1

0.1 10 58 33 25 57 — 0.1 5 55 525 30 95 —

8 魚 油 0.1 15 239 52 187 22 一 1 0.1 10 741 741 0 100 —
石 M 花 B 0.5 30 466 73 393 16 一 ・ ・ M7 -コチ ン 0 1 15 803 784 19 98 —

1.0 60 221 18 203 1 石 山'な D . 05 30 787 787 0 100 - -

法 . 一 707 143 564 20 — 1 1.0 60 459 445 14 97

計 — — 1,952 377 1,575 19 26

1 ・

技 *— 309 284 25 92 —

0.1 5 203 65 138 32
— --- 3,654 3,566 88 98 2

0.1 10 383 76 307 20 •
「a 1

'807 453 354 56

油 0.1 15 583 225 358 39 — 0.1 1 ic ' 544 3 50= 7 —
ン

石除液 C 0.5

・ 1.0

30

60

646

506

215

235

431

271

33 —
14 石油乳刈 A

0.

0.
じ

3〔

10s

169
1

o81
3

1
.138

91

18 1 -

.. 、
/

— 24 ー

• •、' .

• 25 — 

* • 『
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1
1.(

泣

6(

1 _

) 72 58 1

2,484 2,479

4'81 -

5 100 -

4,18- 3,155 1,02 2 7 ラ 6

0. 308 228 8 ; 7, —

0.1 1C 28C i51 129 5

0. 19 j 343 179 16 52
15 石油乳孔剤 B

0. 3G 48C 264 216 59

1.C 6C 529 343 18e 6 —

注 — 68 658 23 97

計 一 2,621 1,823 798 7C 8

0.1 5 17e 117 59 66

0.1 10 284 136 148 48 —

0.1 15 1,371 92 1,279 7
16 石油乳剤 C

0.5 30 357 52 305 15 —

1.0 60 122 120 2 98 —

浅 — 593 593 0 10) —

一 — 2,903 1,110 1,793 38 17

0.1 5 241 38 203 16 —

0.1 10 113 24 89 21 —

f 7 除 当 菊注 出 0.1 15 310 129 181 42 —
石油乳剤 A 0.5 30 165 97 68 59 —

1.0 60 61 17 44 28 ・-

汶 — 211 206 5 98 —

計 — — 1,101 511 590 46 13

0.1 5 62 61 1 98 —

0.1 10 87 65 22 75 —

18 除 ﾡ 菊 浸 出 0.1 15 96 58 38 60 . -
石油乳剤 B 0.5 30 299 101 198 34 —

1.0 60 114 24 90 21 —

浸 — 100 99 1 99 —

計 — 一 758 4J8 350 54 11

0.1
引

258 53 205 21 —

0.1 80 31 72 —

o. 29, 
1

23 6 —

—27 —

19 除 当 4 注 出 
石孔剤 C 0.5 30 764 489 275 . 64 —

0.1 60 150 9 141 e

注 — 130 128 2 98 --

at — 1,442 782 660 54 10

・ 0.1 5 1,486 1,165 321 78 —

0.1 10 789 556 233 70 —

20 除曲が狩石 0.1 15 532 280 252 53 —
(ルョール注山) 0.5 30 262 152 110 58 —

1.0 60 92 21 71 23

注 — 636 223 413 35

at — —— 3,797 2,397 1,400 63 9

0.1 5 144 109 35 76 —

0.1 10 67 43 24 64 —

0.1 15 294 179 115 61 ..
21 松合期 A

0.5 30 117 86 31 .74 —

1.0 60 101 88 13 87 —

注 — 83 72 11 87 —

at — — 806 229 72 7

0.1 5 229 141 88 62 二

0.1 10 183 179 4 98 —

'0.1 15 236 161 75 68 ._
22 松脂合剤 B

0.5 30 109 104 5 95 —

1.0 60 174 170 4 98 —

注 — 168 128 40 76 —

計 — — 1,099 883 216 80 5

0.1 5 438 118 320 27 —

0.1 10 257 149 108 58 —

0.1 15 128 64 64 50 __
23 石炭酸孔劑A

0.5 30 244 30 214 12 —

1p 60 60 18 42 30 —
一 223 25 198 11 —

計 — — 1,350 404 946 30 21

1 ' '0.1 5 635 116 519 18 —

1 ' 0.1 10 93 13 80 14

4
• --



24
石炭酸乳剤B 0.1 15 396 159 237 43 —

0.5 30 118 10 108 8 —

1.0 60 114 12 102 11 —

汶 — 187 110 77 59 --
計 — — 1,543 420 1,123 27 22

0.1 5 527 77 450 15

0.1 10 124 42 82 34 ——

0.1 15 151 73 78 48
25 石炭醴乳剤c

0.5 30 200 39 161 20 —

1.0 60 443 69 374 16 —

法 — 134 58 76 43 一

計 — — 1,579 358 1,221 23 25

0.1 5 234 35 199 15 —

0.1 10 1,112 408 704 37 —

0.1 23 15 8 65

74
・ -

26 石炭酸孔剤D 0.5 68 50 18

1.0 60 61 35 26 57

注 - 25 19 6 76

at — - 1,523 562 961 37 18

(2) 秋季殺卵試驗

第 9 及11表に示すが如 く 秋季卵に当し70%以上の殺卵率を行する 

ものが無い。今之が結果について考察する に,秋季卵は春季卵に比 

し殺卵一層困難である。之れ秋季卵は有ﾡﾡの腹下に産みつけ ら 

n、母體及其分泌する焼質物に依り 保護せられる 關係上、之に業剤 

を噴霧するも、春季卵の場合に比し.殺卵力を充分發揮し得ない結 

果か らてあ ら う。

以上春秋の結果 よ り見て、殺卵力の卓越 して ゐる のは硫液ニコ チ 

ン系のもの て殺卵 は秋季 よ り 春季卵 に對 して 行ふ方が有利であ る。

B エゾマッカサ アブラ の殺費試ﾡ

號蟲試驗は春季には越冬後の幹母 (第 2 齡以上) に對 し、秋季に 

は越冬前の幹母 (第 1 M難) に到 して行つ2。
・

・ — 28 —

(1) 春季殺蟲試驗

第9及12表に示すが如く=v4 ド総B. 魚石離液C. 硫酸= 

コチン石液人・ C. D. 石剤A・ B. C. 除蟲菊浸出石

乳ﾡ1. C.除菊石ﾡ液(アルコール浸出)松脂合ﾡは何れも

80%以上の殺蟲率を有する。尙要隠と摘錄すれば次の如くである。

第11炎 エ ヅマ ッカサ アブラ の秋季殺卵試験 

昭和12年9月室内ﾡ験

—29 —

番ﾡ

1

片______御

名 岡 ・回ﾡ

藥

時間
僕 
卵ﾡ

死滅 
卵ﾡ

生 

卵敷

死 
率

効果 

順位
備

系
0.1 481 334 147

% 
69 —

0.1 10 318 275 43 86 —

1 ネオトン fll
石 厳 液 A

0.1

0.5

15

30

778

1,107

455

587

323

520

58

53

1.0 60 372 131 241 35 —

葭 — 678 618 60 91 —

計 — — 3.734 2,400 1,334 64 ・ 3

.0.1 333 278 55 83 —

0.1 10 524 371 153 71 —

2 ネオトン m浦 
石 除 液 I

0.1

0.5

15

30

595

473

294

431

301

42

49

9,

—-

1.0 60 734 352 382 48 • -

浸 — 313 256 57 82 一

計 — — 2,972 1,982 990 67 1

0.1 5 120 78 42 65

0.1 10 323 278 45 86 —

3 デ り ゲン魚泌 
石 ﾡ 液 八

0.1

0.5

15

30

1,238

370

380

286

858

84

31

77

1.0 60 220 48 172 22 —

法 — 457 32 425 7 —

計 — — 2,728 1,102 1,626 40 9

0.1 5 532 45 82 85 •-.

0.1 10 334 ■109 225 33 -



—30 —

4 シリ ゲンﾡ油 0.1 15 768 656 112
1

85 —
石齢を B 0.5 30 790 553 232 71 —

1.0 60 652 375 277 58 —

設 — 928 268 660 29 ・ -
計

1
— 4,004 2,416 1,588 60 6

0.1 5 277
i

11 266 4 —

0.1 10 314 97 217 31 —

5 コロィド 0.1 15 427 63 364 15 —
石郎花 A 0.5 30 87 9 78 10 ,-

1.0 60 405 56 349 14 —

浸 — 696 74 622 11 —

計 — — 2,206 310 1,896 14 25

0.1 5 655 232 423 35

0.1 10 791 269 522 34 —

6 =ロイド 0.1 15 785 369 416 47 —
石齢液 B 0.5 30 162 24 ,138 15 —

1.0 60 603 64 539 11 一

,浅 一 522 87 435 17 —

— 一 3,518 1,045 2,473 30 12

0.1 5 222 51 171 23 —

0.1 10 111 35 76 32 —

0.1 15 993 •174 819 18
7 ﾡ油石殿液人

0.5 30 409 36 373 9 —

1.0 60 437 130 307 30 —

法 — 145 119 26 82 —

計 — — 2,317 545 1,772 24 18

0.1 5 300 45 255 15

0.1 10 •164 7 157 4

0.1 15 144 29 115 20 •—
8 魚;山石鹼液】；

0.5 30 433 92 341 21 —

1.0 6C 253 8 245 3

法 642 55 537 9 _

計 ・- — 1,936 236 1,700 12 26

0.1 387 118 269 3C —

0.1 10 695 4 650 6 —

0.1 15 743 160 583 22 —

9 ﾡi石MC 0s 142 33 109 23

1.0 60 781 77 704 10

注 一 699 61 638 9 —
町 — 3.447 494 2,953 14 24

0.1 5 1,136 207 929 18 ——

0.1 ・ 10 1,009 271 738 '27 —

10 硫耐タ ニ コチン 

行i 除 と A
0.1

0.5

15

30

・797

655

193

111

644

544

19

17

—

1.0 60 424 79 345 19 —

浅 — 679 133 546 20 —

t — 4,700 954 3,746 20 23

0.1 5 1,549 217 1,332 14 —

0.1 10 896 121 775 14 ・-

硫ﾡ = コチジ 0.1 15 964 409 555
石w 液 B 0.5 30 464 276 188 59 —

1.0 60 288 135 153 47 —

法 — 828 366 462 44 —

計 •— — 4,989 1,524 3,465 当 11

0.1 5 874 537 337 61 —

0.1 10 624 305 319 49 —

12 硫酸==チン 0.1 15 636 569 67 89 —
石 除 液 C 0.5 30 265 143 122 54 ・—・

1.0 60 801 471 330 59 —

法 、 一 -324 284 40 88 —

t — 3,524 2,309 1,215 66 2

0.1 5 860 538 322 63 -、

0.1 10 990 535 455 54 —

13 硫ﾡ =コチン 0.1 15 742 506 236 68 一

石 R 液 1) 0. 30 481 25C 231 52 —

1.C 60 298 174 124 58 —

浸 739 60e 133 82 —

計 — 4,1 IC 2,609 1,501 63 4

-3]-



—32 —

14

・

石 油 孔ﾡへ

計

0.1

0.1

0.」

05

1.0

法

5

10

ノ

- ・

-

461

683

535

914

1,535

407

4,535

82

99

38
381

334

1,031

379

584

408

856

1,154

73

3,454

3
14

24

6

25

82

( 24

二

17

0.1 5 812 204 608 • 25 一

0.1 10 512 69 ・ 443 13

15 石油孔ﾡT
0 1

0.5

15

30

665

1,197

360

69

305

1,128

54

6

—

1.0 60 798 91 707 11 —

浅 367 270 97 74 —

計 — 4,351 1,063 3,288 24•16

0.1 5 i,344 177 1,167 13 —

0.1 10 718 304 414 42 —

16 石油孔州C
0.1

0.5

■15

30

588

670

234

117

354

553

40

17

1.0 60 452 21 431 5 —

法 — 656 68 588 10 —

計 二 — 4,428 921 3,507 21 22

0.1 5 あ 90 763 11

0.1 Io 790 258 532 33 —

17 除虫菊出石 
油 乳 剤 A

0.1
05

15
30

914

860

88

31

826

829

10

4 __

1.() 60 214 10 204 5 —

技 — 1,044 474 570 '45
計 — — 4,675 951 3,724 26 14

0.1 5 490 35 455 7

0.1 10 799 85 714 1) —

.18 除ﾡ菊石
油 乳 制 1

0.1

0.5

15

30

872

780

526

176

346

604

60

23

1.0 60 1,043 67 976 6 —
— 219 58 161 26 —

計 — — 4,203 947 3,256 23 19

—33 —

0.1 5 535 31 501 6 —

0.1 10 884 385 499 44 —

除当菊出石 0.1 15 666 453 213 68 —
i油l 乳刑C 0.5 30 729 109 620 15 —

1.0 60 526 58 468 11

注 ・- 1,455 664 791 46 —

at — ,- 4,795 1,700 3,095 35 10

0.1 5 1,281 803 478 63 —

0.1 10 917 287 . 630 31 —

除幽期石厳液 0.1 ' 15 921 436 485 ・ 47
20 (アルコ ー、 

ル 技 出ノ 0.5 30 556 172 384 31 —

1.0 60 464 270 194 58 一

注 — 707 148 559 21 —

計 — — 4,846 2,116 2,730 44 8

0.1 5 1,131 503 628 44 —

0.1 10 570 218 352 38 —

0.1 15 785 415 370 53
21 松 脂 合剤A

0.5 30 298 169 129 57 —

1.0 '60 878 551 327 63 —

法 — 777 408 369 53 —

・ it — — 4,439 2,264 2,175 51 7

\
0.1 5 904 510 394

0.1 10 890 553 337 —

0.1 15 471 254 217
22 松 脂 合期州1

0.5 30 759 513 246 .-

1.0 60 529 379 150 72 —

浸 — 527 292 235 55 —

計 — — 4,030 2,50i 1,579 61 5

0.1 544 156 388
1 *

29 ・・

0.1 1C 48C 8 399 17

0.1 1 65 114 537 に —
23 石ぬﾡ礼剤A

0.9 30 324 8° 24C ; 2e

1.C 6( 98s 34c 642 391 1



計

浅

—

596

3,583

52

833

544

2,750

9

23 20

0.1 5 631 17! 460 27 一

0.1 10 928 313 615 34

石炭酸乳剤B
0.1 15 614 204 410 33

24
05 30 319 47 272 15 —ハハ

• - 1.0 60 681 158 533 23 一

浸 — •501 145 356 29 —

t — — 3,674 1,038 2,636 28 13

0.1 5 569 24 545 4 —

0.1 10 791 152 639 19 —

0.1 15 1,353 397 956 29 ._
25 石ぬ酸孔剤G

0.5 30 565 270 • 295 48

1.0 60 550 31 529 6 —

没 一 648 127 521 20 —

計 — — 4,486 1,001 3,485 22 '21

0.1 5 603 144 459 24 一 ・ 、

0.1 10 969 44 925 5 , -

0.1 15 826 169 657 20 ._
26 石炭酸乳劑D

0.5 30 501 126 375 25 —

1.0 60 653 231 422 35 一

浸 — 741 112 629 15 —

計 — — 3,293 826 2,467 25 15

第12表 エゾマッカサアブラ の春季殺識試驗

0.1 10 32 30 30 2
\

94

1 オオトン
石 ﾡ 液 A Is/v

0.1

0.5

1.0

15

30

60

39

45

23

39

37

17

0

0

1

39

37

18

0

8

5

103

・-

注 — 17 8 0 8 9 一

时 — 197 152 2 154 43 78 15

0.1 5 9 4 4 8 1 89

0.1 10 31 23 8 31 0 10) —

2 ネオトンシ 魚油 
石 ﾡ 液 B 同

0.1

0.5

15

30

21

17

18

6

3

0

21

6

0

11

100

35

1.0 60 21 5 1 6 15 29 —

浸 — 23 13 0 13 10 57 —

• a — — 122 69 16 85 37 70 19

0.1 5 18 17 0 17 1 94 .—

0.1 10 23 8 0 8 15 35 —

3 デリゲン 魚油 
石齢花A 同

0.1

0.5

15

30

29

58

23

21

0

2

23

23

6

35

79

40

1.0 60 50 17 5 22 28 44 —

浅 — 28 7 1 8 20 29 —

— — 206 93 8 101 105 49 22

0.1 45 32 2 34 11 —

0.1 10 、36 27 1 28 8 -・

4 デリ ゲ ン 魚油
石 ﾡ 液 1 同

0.1

0.5
15
30

67

57

62

45

0

0

62

45
3 2 —

1.0 60 85 49 0 49 36 —

汶 ・-- 36 18 1 19 15 53 ・-

at — — 326 233 4 237 87 73 17

•

0.1 5 18 16 16 2 89 —

0.1 10 5 5 0 100 -・

コロイド
同

0.1 15 16 15 0 15 1 94 —
石齢液 A 0.5 30 18 12 0 12 6 67 —

1.0 60 11 2 0 2 9 18 —

送 — 22 16 0 16 6 73 ・-.

計 藥 一 90 66 0 66 24 73 16
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0」 5 16 15 0 15 1 94 —

0.1 10 41 38 0 38 3 93 —

6 コロイ,ド 

石 齢 液 B 同
0.1

0.5
1S
30

29

19

29

19

29

19

0

0

10)

100

1.0 60 29 29 29 0 100 ---
19 19 19 0 100

at — — 153 14? 149 4 97 5

0.1 5 13 5 0 5 8 38 —

0.1 10 11 1 0 1 10 9

7 魚油石鹼波A 同
0.1

0.5

15

30

26

14

20

10

0

0

20

10

6

4

77

71 一

1.0 60 16 11 0 11 5 69 —

法 — 41 6 7 34 17

t — — 当 53 ! 54 67 45 23

0.1 5 17 13 0 13 4 76

0.1 10 15 13 0 13 2 87 一

8. 魚油石MB 同
0.1

0.5
15
30

2

34

20

32
0
0

20

32

1

2

95

94

--

1.0 60 37 9 0 9 28 24 -
法 — 18 14 0 14 4 78

t — — 142 101 0 101 41 71 18

0.1 5 13 13 0 13 0 100 一

0.1 10 19 19 0 19 100 —

9 ﾡi油石輸G 同
0.1

0.5

15

30

26

30

26

25
0
0

26

5

100

83

—

1.0 60 20 19 19 1 95 —

浸 — . 21 21 21 0 100

at — — 129 123 123 6 95

0.1 5 22 22 0 22 0 100 —

0.1 10 28 26 1 27 1 96 —

10 硫ﾡ ニコチン 
石齢液A 同

0.1

0.5

15

30
22
47

22

43

0
2

22

45

0
2

100

96

-,

1.0 60 20 20 0 20 0 100 —

泣 — 22 8 11 19 3 86 —

計 — — 161 141 14 155 6 96 6

-37-

0.1 5 31 0 31 0 100 —

0.1 10 22 0 22 0 100 —

11 硫ﾡ ーコチン
同

0.1 15 28 0 28 100 —
石齢液 C 0.5 30 27 0 27 100 ・ 一

1.0 60 24 0 24 100 —

浸 __ 13 4 13 100 -'・

时 — 二 15 141 4 145 100 1
0.1 5 31 31 0 0 100

0.1 10 45 4 45 0 100 —

12 硫 = コアン
同

0.1 15 37 36 36 1 97 ■—
イi 戦 波 C 0.5 30 36 26 26 10 72 —

1.0 60 25 24 0 24 1 96 —•

注 — 25 24 1 25 0 100 --
t — — 199 186 1 187 12 94 9

0.1 5 25 18 6 24 I 96
ヽ

0.1 10 14 11 2 13 1 93 —

1 3 硫7な =コチシ
同

0.1 15 13 1 12 13 0 100
石 除 液 D 0.5 30 16 12 4 16 0 100 —

1.0 60 8 4 4 8 0 100 —

浅 29 10 19 29 0 100

• t ・ — — 105 56 47 103 2 98 3

0.1 5 29 27 0 27 2 93 —

0.1 10 36 33 0 33 3 92 ・

14 石油孔刑州 A
0.1 15 51 41 2 43 8 84

同
0.5 30 20 19 0 19 1 95 —

1.0 60 30 13 1 、 14 16 47

法 • ・- 31 31 0 31 0 100 —

計 — 197 164 3 167 30 85 12

0.1 5 27 24 0 24 3 89 二

0.1 10 29 22 2 24 5 83

15 石油孔邦 B
0.1 15 26 25 0 25 1 96

同
0.5 30 21 16 0 16 5 76 —

1.0 60 26 10 0 10 16 38 一

逃 — 35 35 ° 35 0 . 100 —

計 —— — 164 132 2 134 30 82 13
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0.1 5 10 10 0 10 0 100 一

0.1 10 8 8 0 8 0 100 —

16 石油孔剤 c 同
0.1

05

15

30

12

10

12

9

0

0

12

9

0

1

100

90

—

1.0 60 5 4 0 4 I 80 —

浸 — 5 5 0 5 0 too 一

計 — — 50 48 0 48 2 96 7

0.1 5 10 8 0 8 2 80 —

0.1 10 17 . 9 0 Q 8 53 —

17 除曲菊山 
石洲乳孔剤 A 同

0.1

0.5

15

30

36

39

15

22

0

0

15

22

21

17

42

56

—

1.0 60 17 1 0 1 16 6 一

浸 —— 30 30 0 30 0 100 —

計 — — 149 85 0 85 64 57 20

0.1 5 32 28 0 28 4 88 一

0.1 10 41 36 0 • 36 5 88 -・

18 除 独 菊 浸 出 
石油乳剤 B 同

0.1

0.5

15

30

27

35

27

20

0

0

27

20
0

15

100

57

—

1.0 60 20 8 0 8 12 40 —

浸 — 30 30 0 30 0 100 —

at — 一 185 149 0 149 36 81 14

・ 0.1 5 13 13 0 13 0 100 —

0.1 10 26 19 0 19 7 73 —

19 除 曲 菊 浸 出 
石油乳剤 C 同

0.1

0.5

15

30

12

「17

12

16

0

o

12

16

0

1

10

94

—

1.0 60 17 8 0 8 9 47 —

法 41 40 0 40 1 98 —

計 — ・ 126 108 0 108 18 86 11

0.1 6 14 13 0 13 1 93 —

0.1 10 33 30 0 30 3 91 -:

20
除曲ﾡ石戦液 
(アルコール\ 
E 出丿

同
0.1
0.5

15

30

26

17

26

16
0

0

26

16
0

1

100
94

1.0 60 8 2 0 2 6 25 、亠

注 9 8 0 8 1 89 -・

計 — — 107 95 0 95 12 89 10
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। 1 0.1 5 25 25 0 25 0 100 -.
0.1 10 45 41 0 41 4 91 —

21 松川合邦 A 同.
0.1

0.5

15

30

19

25

19

25 1

0

0

19

25

0

0

100

100 —

1.0 60 38 38 0 38 0 100 -'・

浚 -・ 39 39 0 39 0 100 -・
計i i — — 191 187 0 187 4 98 4

0.1 5 24 24 0 24 0 .100 —

0.1 10 36 36 0 36 0 100 —
•

22 松峠合剤 n 同
0.1

0.5

15

30

36

38

36

38

0

0

36

38

0

0

100

i0o

—

1.0 60 41 41 0 41 0 100 —

浸 -・ 45 44 0 44 0 100

町 一 — 220 P19 0 219 1 100 2

0.1 5 9 7 0 7 2 78 —

0.1 10 4 3 0 3 1 75 —

23 石災融LA 同
0.1
0.5

15

30

3

8
2

0

0

0

2

0

1
8

67

0

—

1.0 60 5 0 0 0 5 0

・ ほ — 10 8 0 8 2 80 -・

計 — 39 20 0 20 19 51 21

0.1 5 8 6 0 6 2 7

0.1 一 10 5 3 0 3 2 60 -・

24 石媒融孔剤n 同
0.1

0.5

15

30

5

2
1

0

0

0

1

0

4

2

20

0
11 1.0 60 4 3 0 1 75 一

• 浸 7 0 0 0 一

計 — 31 13 0 13 18 42 24

0.1 5 6 0 0 0 6 0
0.1 10 12 0 0 0 12 0

25
/

石ﾡ融孔期C 同
0.1

0.5

15

30

24

4

1

0

1

0

2

0

22

4

8 
/

0

1.0 60 4 1 1 2 2 50 一

浸 ・- 15 2 0 2 13 13 —

計 — 、65 4 2 6 59 9 26



0.1 5 5 0 4 20

0.1 10 4 1 3 4 0 100

0.1 T5 8 2 0 ,2 6 25
26 石媒融孔剤D 同

0.5 30 9 2 0 2 7 22 —

00 60 3 0 0 0 3 0 —

浸 8 2 0 2 6 25 —

計 — _ 1 37 8 3 11 26 30 25

(イ) 80%の殺虫産を有する有効業剤につき、噴霧門離 と 時間 と 

の開係を見るに、14例中最も殺ﾡ率の卓越せるのは 0.1米の15秒 

て11例あつな。次が0.1米の10秒、0.1米の5秒、0.う米30秒の順てあ 

つな。1 米の 1 分は藥果と 噴霧時間 を多 く 要する割合に効果が少な 

い。T用上は0.1米の 5 一15秒を以つて適常 と思料せ ら る。

(p) 効果の単越す るのは=vイ ド石i総 B. 魚油石鹼液 C. 硫 

酸ニコチン石鹼 A. C. D. 行乳剤C. 松脂合剤A・ 1. 等 

てある。

() 濃度に依る差異を見る に,コロ4 ド石iﾡにありては.B 液、 

A石ﾡ液にありてはC液、硫酸 ==チ ンイ燃液 にありてはA・B. 
c. D: 共有効て ••あって,何れ も 實川價値ある 殺蟲力 を示した。

(= ) 除議菊法出イia剤B. C及ゲル=ール 出除豊菊石液 

は稀効力あるも、手段と紙費とそ加するのて質用的値価が少な"。

(ホ) 石炭酸乳劑 A. B. C. Dは何れも効力がない。

(3) 秋季殺矗試驗

第9及13表に示すが如く、秋季殺ﾡ試駆に於Cは70%以上の殺典 

率を有する の はコロイ ド石鹼液］% 魚石厳液C. 統酸=コチン

* A. B. C. D,石汕乳劑A. B. C、除蟲菊浸出石油乳劑I"C.及 

松脂合利A・ B 等てあつ て 何れ も 春季殺線試驗に 比し劣つて ゐる。

乙被害林に於ける試驗

野外に於け る 試験は季及秋季の二同 に分ちて 實行 しな。
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A・ 春季驅除試驗

春季驅除試驗は 昭和 10 年 5月11日 -19日及昭和11年 4 月21-28日 

の 二同 にみ ち て T行しなが特に重要 と認めな も の は一剤に つき二同 

宛實驗 しな。試驗の結果は第 9 炎及附炎第 1-2の如く て之 よ 摘 

ﾡすれば次の如くてある。

(4) 90%以上の殺当率を示し効力の卓越せるのにコロイ r石齢 

液B. 硫酸=コチン石戦液D. 石乳孔剤C.除数菊浸出石乳孔剤C. 
松店合ﾡB. 等てある。

( p ) 80%以上の殺典求を行せるものは魚池石厳液1. 統酸= コ 

チン石総液A・ B. C. 等てある。

(→) 獲係の業剤例ば石L熱A・ B.除数菊出行油乳剤U.
第13表 エゾ マッカサアプ ラ の秋季殺経試驗

幹母(越第1船ﾡ)の殺態實感(Fundatrix 1. Stadium) /
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※ 刑

名 稲

加i
月II 距離 

(米

藥

間 
(秒)

供試 
当ﾡ

死当数 

第2 
山目

4 
型製

死品 
率 

(2%)
効県
順位

備

0.1 5 67 38 29 57 • -

0.1 10 109 68 32 68 -・

] *オトン f 21 ハ-
0.1 15 113 71 42 63 一-

l石l A 0.5 30 153 98 55 64 ・-

1.0 60 99 55 44 56 —

法 — 71 44 26 62 ・-

t 一 — 603 374 228 62 17

0.1 5 179 -123 56 69 二

0.1 10 115 80 35 70 ・-

ネオトン ﾡ
同

0.1 15 162 116 46 72 —
石像をl 05 30 60 11 49 81 —

1.0 60 63 34 34 50 —

浸 — 51 26 25 51 —

t — ・ 635 390 245 61 81

0.1 5 59 24 35 41
0.1 10 35 3 32 9
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3 デリゲン f
同

0. 15 12C 7 4( 6:
油石齢をA 0.9 3C 145 82 63 57 _

1.C 6c 97 54 43 5e 一

浸 116 6e 5C 57

計 一 572 303 269 53

0.1 176 112 64 6

0.1 IC 180 127 53 7 '|

4 デッ ゲンﾡ 同
0.1 15 258 158 I0C 62

油石齢花 お 0.5 30 98 62 36 63

1.0 60 237 78 159 33

没 -- 35 26 9 74

at — 984 563 421 57 20

0.1 5 137 65 72 47 —

0.1 10 198 34 164 17 —

5 コロイド 
石齢液A 同

0.1

0.5

15

・30

65

63

20

24

45

39

31

38

1.0 60 . 136 42 94 31 —

浅 — 166 73 93 44 —
・ - — 765 258 507 34 22

0.1 5 41 29 12 71 -.

0.1 10 117 90 27 77 —

6 コロイド 
石齢液B 同

0.1

0.5

15

30

95

129

75

97

20

32

79

75

--

1.0 60 61 42 19 69 —

注 ・- 105 82 23 78 -、

二 548 415 133 76 9

0.1 5 214 134 80 63

0.1 10 133 87 46 65 —

0.1 15 70 54 16 77
7 魚油石齢液A 同

0.5 30
1

20 15 5 75 —

1.0 60 69 42 27 61 —

注 143 108 35 76 一

計 一 — 649 440 209 68 15

0.1 5 16 10 6 63

0.1 10 71 53 18 75
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0.1 15 94 73 21 78
8 魚油石鹼液B 同

0.5 30 63 21 42 33 —

1.0 60 38 25 13 66 -・
注 — 70 54 16 ■ 77 —

at —
二

352
1

236 1,6 67 16
1

0.1 5 103 82 21 80 —

0.1 10 126 100 26 79

同
0.1 15 149 117 32 79

9 ﾡ油石戦液C
0.5 30 142 14 28 80 一
1.0 60 112 90 22 80 —

法 — 110 85 25 77 —

t —
二

742 588 154 79 4

0.1 .5 60 46 77 —

0.1 10 163 130 33 80 一
10 税 前 = コ チ 0.1 68 54 14 79

ン 石i B 波 A 0.5 62 24 38 39 ・-

i.o 70 44 26 63 ・-

ょ — 99 79 20 —
— — 522 377 145 7 

こ
12

、 0.1 5 1 16 83 33
一 , 
72

0.1 10 38 30 8

1 1 硫ﾡ = コ チ
向

.0.1 15 40 30 10 —
シ石戦 k I 0.5 30 87 51 36 5 —

1.0 60 111 80 31 72

注 54 43 11 80 ・. 一
— 446 317 129

0.1 5 125 96 29 77 •—

0.1 10 108 83 25 77 --

12 硫ﾡ チ
同

0.1 15 106 83 23 78 -・
ン 石i M iと C 0.5 3Cr 37 23 ・14 62 -・

1.0 6c 83 64 19 77 —

浸 — 119 87 32 73 —
it — 578 43e 142 75 10

レ 0.1 65 63 2 97 --

0.1 1C 71
1

6e 5 93



13 税 酸 =コチ 
ン 石齢花 D

at

同
0.1

0.5

1.0 

葭 

・ -

15

30

60
2

330

31

74

10

26

270

9

4

40

0

60

78

95

20

103

82

, 0.1 134 104 30 78

0.1 10 102 78 24 76

0.1 15 128 102 26 80
14 石 油 乳 剤A 同

0.5 30 42 11 31 26

1.0 60 101 50 51 50

没 — 271 217 54 80

at 778 562 216 72

0.1 5 103 81 22 7
0.1 10 38 30 8 79

0.1 15 80 54 26 68
15 石 油 乳 剤 p 同

0.5 30 72 57 15 79

1.0 60 72 •58 14 el
注 303 242 61 80

・t コ • コ 668 522 146 78

- 0.1 5 7 63 16 80

0.1 10 162 130 32 80

0.1 15 102 80 22 78
16 石油 乳 創 C 同

0.5 30 422 325 97 77

1.0 60 43 34 12 74
/ 法 — 134 107 27 80

t 945 739 206 78

0.1 5 114 89 25 78

0.1 10 59 36 23 61

17 除 当 菊 浸 111 
石 <111 乳L 剤 A 同

0.1 15 35 J 24 11 69

0.5 30 '40 30 10 75

計

1 0

浸

60

-- 

コ

110

118
476

16

94
289

94

24
187

15

80
61

0.1 172 138 34 80

0.1 259 205 53 80
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18 除 当 ﾡ と l 
iil 乳 剤刑 P 同

0.1
0.5
1.0

沢

計 —

' 0.1

0.1

19 除 当 羽 注 III 
石；山乳 刑 C 同

0.1

0.5

1.0

浸

—

0.1

0.1

20 除 当 菊 浸 
川 石 総 液 
ブルコールl)

同
0.1

0.5 '

10

・-

0.1

0.1

21 松 合 刑州人
・

同
0.1

0.5

10
浸

t —

0,1
0.1

22 松 熊 令 刑州n 同
0.1
0.5
1.0
浸

計・* * 二
0.1
0.1

・ 0.1

:5 102 81 21 79
30 100 70 30 70

78

_

60 110 86 , 24 - ・
— 74 59 15 80 ---

— 817 640 I77 78 7

5 168 133 39 79

10 153 122 31 . 80

15 187 150 37 80 •——

30 97 62 35 64 —

60 .116 31 79 —:

— 331 265 66 80 ・-

— 1083 848 235 8

5 49 38 11 78

10 55 38 17 69

15 72 50 22 69

30 149 110 39 74 —

60 33 23 10 70 —

83 66 17 80
— 441 325 116 74 11

5 ol 20 5o --
10 ・260 208 52 80 _

15 225 180 45 80 —

30 147 118 29 80 —
60 124 99 25 80

147 '118 29 80 —
-- 100 804 200 80 2

5 134 107 27 80 -.

10 88 70 18 80 -・

15 145 116 29 80 -.

30 84 67 17 80 —
60 134 107 27 80 —
・- 336 269 67 80 -.
— 921 736 185 80 3

5 63 30 33 48
■

10 247 95 152 38 —
15 71 26 45 37

45



26 石媒K孔剤I 28/y 09 30 107 91 15 --
•1.0 60 30 14 I6 47 _

浅 77 15 19 --
叶計 -- -- 595 196 399 33 23

除蟲菊石鹼液 (アルコール出) 松脂合剤等は、春季室内實驗に 

於て 80-100%の殺当率を行するにも抑らず、野外試驗に於て案外 
成績不良なるは、藥州撤布常時、成熟せる幹理は大部分産卵’してゐ 

なめ、室内試驗に於て殺卵力な？ 之等の藥粥は、卵を殺すことが 

出來ないためであ らう。

(=) 行ﾡ酸乳剤の不良なのは室内験の精果と全く一致しな。

B.秋季驅除試驗

秋季驅除試驗は越冬前の 幹母第 1 齢費に到し、M和11 年1 I 月4-9 
日 及昭和 I 2年11月4-6日の二回に分ちて T行 し た。不がﾡ と 同様 

特に重要と認めな業剤は2同宛讃験しな。岡秋季試驗を全々行はざ 

b しものがあるのは、室内試驗に於ける殺蟲殺卵の成績思はしか ら 

ざるなめ、秋季野外試驗 を見合せた結果である。試驗の結果は第 9 
表及附表3- 4 に示す通 りてあつて、 それ等よ り主要事項を摘錄す

第14表 有効薬ﾡ 

れば次の如 く てあるo
(イ) I ﾡにつS 2回宛試験せる ものについて見れば1 同は80- 

100%の殺数神があつなが 次同は50%6以下ヌは無効に等 しTFが 

あ り、何れの藥劑 も 其効力甚不安定な こ とが判つた。

( ・ ) 秋季野外偉鬱は秋季室内試驗の結果 と略一致 し其成績良好 

とは認め難い。

以上秋の 野外解除試驗 を通 じ 最 も i越せ る 効果 を 認めた の は コ 

・ イ ド石鹼液" •魚汕イi鹼液 C. 硫酸= = チ ンイ厳液 A.}. C.l. 
右油乳劑C. 除露菊浸出/汕乳棚C. 松脂合劑A. 1.等てあって、 

将に野外試驗は春季第2齢以後の幹母に撒布する のは最も有利な る 

こ と が判つな。m して松ﾡ合ﾡは森秋雨試験に於ける 2 同試験の 

內、各1 囘は案外成績不良に付、本劑に對する論議は後日更に試驗 

を •重ねた結果に俟つ こととし、ﾡ除の効業剤に割する製ﾡの難易 

仙格の高下及撤布の如何を比ﾡせば第14表の如 く てある。

乙の表について見る と、=ロイ ドイi輸液、硫酸==チンイi総液、 

石iil乳L熱はﾡも推ﾡの価価あ り と云人 こ と が出求る。 こiれ等は場所 

人員の都分、藥州の市償に依り、適選定すべ合てある。

比 ﾡ 對 照 表
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藥 州
•季相除試驗

使 用 藥 邦 品
殺ﾡ率 殺卵 

率

番名 

銃
、 "

!外 

c%

室内

(%)

室內

c%)
名 稲 W 位

(格 

(ll

薬剤州!8 
立償格 

(1111)

5コロイ ドG戦 n 93 97 23 物木ゴ n イ • 石M
g 

3750 1.430 0,072

m 「順____________"

不均に
ろ 差

過

ﾡず

(l)

不足

製 劑 使川の ﾡ場 外殺殺卵ﾡ 紙少 恥刑の 
益に-- ・なき も ﾡ作場に 
よ る*2のにふふ る 

も のも のるものも の

備 ち

0.101

(1) 掲に玉叫なり

(2) 石MWに加熟なﾡす

ちのみにて网合容幼なり

(3) 岡製に熱棟た要せず最 

t 簡wtなり

(4) mgJて好ftり

(5) 楽し

3 8 2 1

(1) 殺曲率同一薬

州二冋實驗せるの 

tの不均にイれ

り

(2) ﾡmは恒験然時 

の便格によれり

(3) 人夫1れ含ず
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8 ﾡ油 布 陰花 I 7/ 71 19秒 木 ﾡ. 石 尚

1 • ■ 丨

w5 ;.250 0.063

9 x.i 除 C 88 95 35 粉 木 ml; 総
l ,

3750 1.250 0.038

Mタ=コアン戦な小 88 96
硫 F = コアッ 

97
材 行 松

<0 
360

453

3.50.

0.125
j- 0 171

10
同 P 83

限 = コ チン 360
ピ 

453

3.500

0.125
j- 0.210

同 " 6
ogMt 『を ニコTシ

粉 石 ﾡ

360
45

3.500

0.125
・0268

同 I ・ 98
o。ME ﾡ -• コアン 360

455

3.5C0

0.25
J 0.375

16 石 fill 乳L ﾡ C 93 96
石

38
18 2.500

ゴ ロ ド 石 搬 3750 1.430
Jj- 0.18!

19 除払菊と川石孔剤C 98 86

除

54Gi

ャ

蟲菊

石

粉 

前 

賞

3750 6.450

18 2.50つ

453 0.125

0.1344

mi要 約

計

不均

1.562

0.173

。,o(1(2)(3)(4)(5)共コ ・イ FG 

• 除液:同じ .
9 9

1

1 1

・ 1(2)(3)(4) 共同上

0.035 5)刺徴の楽"な1ぱめるこ 

とあり

6 7 3 1

0.002
(1) 携帯比較的容反なり

(2)石鹼溶解に加熱*要す
5 3 5 2

0.037
ちのみにて調合簡単なり

(3) mtg真C好ftり
8 4 7 2

0 095
(4) 楽ぜし

以下:D. C.D.共人に同
7 1 8 2

0.202
じ

2 2 9 2

(1) N業州共加熱九製す 

(2)合に熱料な収す

0.008 (3)保存に城へず

(4) m霧1【好Ftり

(5) 楽し

4 6

ヽ

6 3

(1) 石乳孔州の不仙に加ふ 

るに除当菊の公」川

0039
間も耍す. 手致多し

(2) It納【好rェり

⑶保存に堪へず

(4) 楽なし

5 4 4

__________ ;_______

エゾマッカサアブラ の幹母及卵に對 し、26種の薬刑を施用 して、

其効果 を試戦 し2結果 を要約すL ば次の如 く であ る o
(1) 室内試ﾡにあ りては第1 同ﾡ皮後の幹母は、各種薬ﾡに判

し抵抗力弱 く、特に80%以上の殺ﾡ率を有する ものはコロイ ド石ﾡ
-48-

液1.lイ i厳液 C ・ 硫酸 ニコチンイ i厳液 A・1. C・D・イuL剤

A. 1. C.除費菊送出イ4L剤1. C.除ﾡ菊イ厳液 (ァルコール 

浸出)松店合利A.B.等てある。 .
(2) 被害林に於け る驅除試驗に於て効力確實な り と 認め らiu2 

のは、コv4 ドイil1. 魚イi厳液1.C. 統厳=コチンイiﾡ液 
A.1.C.1. 石洲L剤C. 及除蟲菊浸出石油乳劑C. 等てある。
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(2) Lてのパをﾡ合して野外及室内試感成ﾡ良好な るコロイ ド 

石ﾡ液B. 統酸ニコチンイi総液A・B. C.D. イiiL飛C.等は有 

製文業剤てある。燃中コロ イ ドイi総液1. は90%以上の効果を示し、 

価価 も低産なれ ば最 も行望な 業剤て ある。 .

(4 ) 除ﾡ菊浅出イ乳剤は効力大な る も、除蟲菊浸出 に時間 を 

愛 し且つ噴ﾡ不良て不利てあ る。

(5) 室内殺卵試驗の結果、春季卵は秋季卵に比 し抵抗力崩 く、 

殺卵準が多いが、之を春季殺線率に比すれば、一般に劣る傾向が 

ある。

(6) 業剤を質地にM用せん とする 場合は、4特にI期 を選び像備 

間金を充みに行ひ、越生せる幼ﾡがﾡ季3旧脱及し、無軍性雌ﾡ 

(成ﾡせる幹母)となる期を巧みに利用 して、産ﾡ前一単に願除を 

行人ことが得策てある。

( 7) 實際問題 として 同一樹に ありても、日 り 貴好な る 南画向 

の枝及梢に近さ上部の枝の新芽に寄生せる幼蟲は、他の部分に寄生 

せるものよ りもル皮連かてあるから、同一樹に各齡蟲が寄生する關 

係上、第1 同般皮後の幹ﾡに有効な業剤も、越冬せる木ﾡ皮の幼義 

には無効の 乙 と あるのみ な らず、 に産卵せる も の を生ずる と a 
は、著 し く 驅除の効果 を減退せ しびる傾向があ る のて、ﾡ除のI期 

選定如何は効果の大小に重大な る 關係があ る。

( 8 ) 北海道野幌に於て は、願除の賞行期は 4 月下ネ -5 月中イ 

が適當であるが,本蟲の發育は氣候の變化に伴ふ樹木の開舒期に至 

大の關係があ り、ﾡ除の防期は所にﾡり多少の運進があるのて特に 

注意を要す。

(9) 本蟲は軍性生殖 を行ふ ものである から、小數の幹母が残存 

するも、多數の仔蟲を生ずるので、藥劑の撒布ほ洩れな.く 丁寧に行 

人必要があ る。撒布•操作不良 な nれ ば、如何に 有効業剤 を 撤布 す る
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も、生存蟲が出來て所期の効果を舉げ得ない場合を生ずる。

(10) 噴霧器は強力優秀なもの程よろしい。

(11) 噴霧距離及び時間は 0.1 米の 5-15秒を以て適常と認める。

第八章 結 論

前述の調査及試驗の結果を基礎とし、之が防除法について結論す 

れば次の如くてある。

(1) エゾマッカサア ブラは二代の生活環てあつて終生、ッ モ 

ミ 層 (Picen) 上にて單•性生殖を行ひ其指殖力は旺盛な る のみなら 

ず、雨. 雪. 寒暖の變化に對する抵抗力強 く、速かに外限の條件に 

順Mせん と する傾向尔ある故に一•度本蟲が不健全な造林士也に發生す 

る と 遂年被害猛烈 となる を以て傳播の初期 に して、未だ被害蔓延せ 

ざる間に機械的防除法及化學的防除法を應用して、速かに根絕す る 

のが最も得策である。

(2) 機械的防除法の一つたる蟲法の除去を、被害激甚なる樹木 

に對して行ふのは、樹液を漏出し、徒らに樹勢を減退せしめるのみ 

ならず、除去に多大の券を要するのて、之は被害輕微な時代 の驅 

除にﾡ も適常なる 手段て あ る。

(3) 有翅軍性の雌蟲は飛翔力弱く、無風状態では左程遠方に飛 

行しないが、風に依り可成り遠距離に送られる傾向があるのて、、、造 

林地 と 被害發生地 と 稍距離ある %、な く 警戒する必要がある。

(4) 業剤的防除法は被害林未だ幼ﾡて、多並の業剤を要しない 

場合の驅除、'小面積の激害林の驅除,公園、庭園に於ける驅除及移 

植すべ2樹木の殺規等に應用され得べく、之が實施の時期は幹母の 

ﾡ皮盤ん に行はれ る4月30 日 前後が量 も 適常てある。 .

(5) 試驗の結果驅除剤と して推獎し得るは、=ロイ ド石鹼液、 

硫酸= コ チ ン石iﾡ液、石油乳剤等であ る。
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( 6 ) 被害程度 は 直接樹木の 生理關係 によ り 軽重があ ) ・ 即 ち立 

地の適否に正大なる關係を有する乙とが判つた。故に造林せんとす 

る地方に於て旣住丄りの被害を認Uる場合は、特に立地の選定を誤 

らないとと が本蟲の 間接防除の最大要訣であ る。

Ueber die Bekampfung der Fichtengallenlaus 

(4delges jauonvics Monzen)

・ Von ・

Motonori Inouye

In der vorliegenden Arbeit hat der Autor die Morphologie, 
Biologic und Bekampfung derFichtengallenlaus -/delges jnfoicns 
—— behandelt. Diese Art ist im nordlichen Tcil von Japan verbreitet 
und die schadlichste unter den Adelgiden Japans.

Die Artlebtmonozisch an Fichten untl bildct nur zwvei Genera- 
tionen: Fundatrix und Alata non Migrans, die sich immerwieder 
parthenogenetisch vermehren. Sic bildetkeine Gcschlechtsticrc, und 
ihre Generationen sind cinjahrig.

Man kann dicgrosschuppigen lichtengallendlieserspezicsnicht 
nur an gemeinen Fichten (Piceat jezoensis), sondern auch atn じO- 
tischen (Picea sitchensis) finden. Obgleich Picea exec Isa, in Ilok- 
kaido selrhaufig ist, hat der Verfasserjaponicus-Gallellan dlieseIl 
Fichten noch nicht aufgefunden. ・
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